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商工会は経営支援を通じて
事業者の未来に貢献する

「商工会は 行きます 聞きます 提案します」

2 県青連・県女連通常総会

3 中小企業施策活用のススメ
春の叙勲・褒章 / 県連HP紹介

4 未来を応援 / 外国人労働者問題啓発月間

https://www.gifushoko.or.jp/
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様
の
入
り
が
少
な
い

午
前
8
時
～
10
時
の

間
に
て
、
店
内
を
貸

し
切
っ
て
理
髪
す
る

「
モ
ー
ニ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
」
の
提
供
を
開

始
し
ま
し
た
。当
サ
ー
ビ
ス
で
は
、店
内
を

清
掃
・
消
毒
し
た
ば
か
り
の
一
番
ク
リ
ー

ン
な
状
態
で
散
髪
が
で
き
、
ま
た
モ
ー
ニ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス
ら
し
く
化
粧
水
パ
ッ
ク
や

お
茶
菓
子
な
ど
の
お
ま
け
を
楽
し
む
こ
と

も
で
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も

様
々
な
方
が
く
つ

ろ
げ
る
場
と
し
て

当
店
を
提
供
で
き

る
よ
う
、
商
工
会

と
と
も
に
新
た
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
に
ま

い
進
し
て
い
き
ま

す
。�

（
所
属 

輪
之
内
町
商
工
会
）
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地
域
の
方
々
に
く
つ
ろ
ぎ
を
提
供

す
る
新
サ
ー
ビ
ス
の
展
開

創
業
か
ら
後
継
者
の
帰
店
ま
で

当
店
は
、
安
八

郡
輪
之
内
町
に
て

現
代
表
が
創
業
し

て
か
ら
43
年
間
に

渡
り
、
地
域
の
お

客
様
を
中
心
と

し
て
理
容
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
き
た
理
容
院
で
す
。

２
０
１
７
年
に
は
、
代
表
の
息
子
が
後
継

者
と
し
て
名
古
屋
市
の
理
容
室
で
12
年
間

修
業
し
た
後
、当
店
に
戻
り
、代
表
と
二
人

で
協
力
し
て
お
店
を
営
ん
で
い
ま
す
。
最

近
は
、
こ
れ
ま
で
の
店
舗
を
米
国
風
の
明

る
い
店
内
に
改
装
し
た
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
開
設
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
に
取
り
組
む

な
ど
、
新
規
顧
客
の
獲
得
に
向
け
て
積
極

的
な
取
り
組
み
を
行
い
な
が
ら
、
合
わ
せ

て
地
域
の
方
々
に
く
つ
ろ
ぎ
の
場
を
提
供

で
き
る
よ
う
、
次
の
よ
う
な
独
自
の
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
方
へ
の
く
つ
ろ
ぎ
の
提
供

後
継
者
が
老
人
福
祉
施
設
へ
出
張
理
容

サ
ー
ビ
ス
に
伺
っ
た
際
に
、
施
設
の
利
用

者
で
あ
る
高
齢
者
の
方
々
か
ら
、
施
設
内

で
の
散
髪
だ
け
で
は
な
く
、
本
当
は
お
店

に
行
っ
て
ゆ
っ
く
り
と
会
話
を
し
た
り
、

元
気
企
業
紹
介

顔
そ
り
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
い
ん

だ
、
と
い
う
お
声
を
聴
き
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
商
工
会
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
持
続

化
補
助
金
を
活
用
し
て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

対
応
の
カ
ッ
ト
・
シ
ェ
ー
ビ
ン
グ
チ
ェ
ア

や
シ
ャ
ン
プ
ー
台
を
導
入
し
、
店
舗
の
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
を
実
施
し
ま
し

た
。
そ
し
て
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
と
バ
ー
バ
ー

を
掛
け
合
わ
せ
た
「
ユ
ニ
バ
ー
バ
ー
サ

ル
」
と
い
う
名
前
に
て
、
高
齢
者
の
方
々

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
新
サ
ー
ビ
ス
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

ま
た
、
昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
当

店
の
お
客
様
の
消
防
士
や
歯
科
医
な
ど
感

染
症
に
対
し
て
特
に
注
意
を
払
っ
て
い
る

方
々
か
ら
、
人
と
の
接
触
を
よ
り
少
な
く

し
な
が
ら
散
髪
を
し
た
い
と
い
う
声
を
頂

い
た
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
お
客

▲店舗外観

▲補助金を活用して整備した店舗内観

▲代表㊨と後継者

▲新聞に取り上げられた記事

▲理容サービスを提供する後継者
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会長 中谷 敬子㊧　県連会長 岡山 金平㊨

役 職 名 氏　　名 所属商工会
会 長 矢島　幹也 御嵩町
副 会 長 馬渕　浩史 瑞穂市
副 会 長 赤尾　徳雅 安八町
副 会 長 西尾　将史 恵那市恵南
副 会 長 田中　千尋 白川村
理 事 廣瀬　元彦 柳津町
理 事 阿葉家卓也 本巣市
理 事 小塚誠一郎 輪之内町
理 事 棚橋　和也 池田町
理 事 岩井　雅人 八百津町
理 事 田口　雅士 東白川村
理 事 久田　一輝 笠原町
理 事 山田　朋永 小坂町
理 事 森下　裕基 高山西
監 事 天池　京太 富加町
監 事 奥田　紀人 中津川北

県青連新役員名簿

新会長 奥村 佳子

県青連新役員

四
月
二
十
六
日
、
令
和
三
年
度
県
商
工
会
女
性
部

連
合
会
通
常
総
会
を
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
で
開
催

し
ま
し
た
。

第
一
号
議
案
「
令
和
二
年
度
収
支
更
正
予
算
書

（
案
）
の
承
認
に
つ
い
て
」
か
ら
第
四
号
議
案
「
会

費
の
賦
課
徴
収
方
法
等
（
案
）
の
決
定
に
つ
い
て
」

ま
で
を
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、第
五
号
議
案
「
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
選
任
」

で
は
平
成
十
九
年
度
よ
り
県
女
性
連
監
事
と
し
て
二

年
、
平
成
二
十
一
年
度
よ
り
県
女
性
連
会
長
と
し
て

六
期
十
二
年
、
そ
し
て
全
国
商
工
会
女
性
部
連
合
会

副
会
長
と
し
て
二
期
四
年
に
わ
た
り
ご
活
躍
を
い
た

だ
い
た
中
谷
敬
子
会
長
が
退
任
さ
れ
、
笠
松
町
商
工

会
女
性
部
の
奥
村
佳
子
さ
ん
が
新
会
長
に
選
出
さ
れ

ま
し
た
。（
新
役
員
は
左
記
表
の
と
お
り
）

総
会
終
了
後
、
リ
ー
ダ
ー
講
習
会
を
開
催
し
、
株

式
会
社
ミ
ニ
ッ
ツ
代
表
取
締
役
中
村
朱
美
氏
を
講
師

に
迎
え
、「
佰
食
屋
」
の
働
き
方
改
革
～
飲
食
店
常

識
を
覆
す
新
し
い
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
に
学
ぶ
～

の
テ
ー
マ
で
ご
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。

中
村
朱
美
氏
の
講
演

で
は
、「
佰
食
屋
」
の
働

き
方
改
革
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

講
演
内
容
も
、
参
加
者

に
と
っ
て
大
変
有
意
義

な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

五
月
十
日
、
令
和
三
年
度
県
商
工
会
青

年
部
連
合
会
通
常
総
会
を
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー

ル
岐
山
で
開
催
し
ま
し
た
。

第
一
号
議
案
「
令
和
二
年
度
事
業
報
告

書
、
収
支
決
算
書
、
貸
借
対
照
表
及
び
財

産
目
録
の
承
認
に
つ
い
て
」
か
ら
第
三
号

議
案
「
会
費
の
賦
課
徴
収
方
法
等
（
案
）

の
決
定
に
つ
い
て
」
ま
で
を
原
案
通
り
可

決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
第
四
号
議

案
「
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
選
任
」
で

は
、
御
嵩
町
商
工
会
青
年
部
の
矢
島
幹
也

さ
ん
が
新
会
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。（
新

役
員
は
左
記
表
の
と
お
り
）

総
会
終
了
後
、
リ
ー
ダ
ー
講
習
会
を
開

催
し
、
全
国
商
工
会
青
年
部
連
合
会
会
長

奥
村
直
幸
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
商
工
会

青
年
部
グ
ー
グ
ル
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
事
業

～
グ
ー
グ
ル
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
の
活
用
に

つ
い
て
～
」
と
題
し
て
ご
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

参
加
者
に
と
っ
て
大
い
に
刺
激
に
な
る

内
容
で
し
た
。

役 職 名 氏　　名 所属商工会
会　 長 奥村　佳子 笠松町
副 会 長 末松みどり 揖斐川町
副 会 長 安江　和代 東白川村
副 会 長 堀　　有希 恵那市恵南
副 会 長 木下たか子 高山北
理　 事 市橋　千尋 北方町
理　 事 小林　昌子 垂井町
理　 事 長沼　惠子 大野町
理　 事 長屋　裕美 関市西
理　 事 梅田みさき 中津川北
理　 事 髙木美賀子 金山町
理　 事 山際　洋子 高山西
監　 事 細野　博子 柳津町
監　 事 井戸志壽子 川辺町

県女連新役員名簿

県
商
工
会
女
性
部
連
合
会　

県
商
工
会
青
年
部
連
合
会　

会長 堀　大介㊧　新会長 矢島 幹也㊨

令
和
三
年
度　　

通
常
総
会

通
常
総
会  

及
び
及
び  

第
１
回
リ
ー
ダ
ー
講
習
会

第
１
回
リ
ー
ダ
ー
講
習
会
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梅
雨
に
な
り
、
ア
ジ
サ
イ
の
花
が
色
づ
く

季
節
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
夏
に
向
け

て
豪
雨
災
害
の
リ
ス
ク
も
増
え
て
く
る
と
予

想
さ
れ
ま
す
が
、
皆
さ
ま
災
害
対
策
等
は
お

済
み
で
し
ょ
う
か
。
前
年
10
月
号
の
同
コ
ー

ナ
ー
に
て
紹
介
し
ま
し
た
事
業
継
続
力
強
化

計
画
の
作
成
は
災
害
時
へ
の
備
え
、
対
応
、

復
旧
に
向
け
て
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
考

え
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
も
そ
も
、災
害
対
策
が
な
ぜ
必
要
に
な

る
の
で
し
ょ
う
。答
え
は
会
社
を
守
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
災
害
に
よ
り
ヒ
ト
、
モ
ノ
、

カ
ネ
、情
報
が
不
足
し
た
状
況
下
で
い
か
に

早
く
会
社
を
復
興
さ
せ
る
か
。未
曽
有
の
事

態
に
陥
っ
た
際
に
や
る
べ
き
こ
と
に
優
先

順
位
を
つ
け
て
迅
速
に
動
く
か
。こ
れ
ら
の

こ
と
を
事
前
に
想
定
し
、落
ち
着
い
て
行
動

で
き
る
よ
う
準
備
す
る
こ
と
が
、「
事
業
継

続
力
強
化
計
画
」を
策
定
す
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

し
か
し
、
実
際
に
計
画
を
立
て
る
と
な
る

と
「
何
か
ら
手
を
付
け
て
い
い
の
か
わ
か
ら

な
い
。」「
い
き
な
り
計
画
を
明
文
化
す
る
の

は
正
直
、手
間
だ
し
難
し
い
。」
と
の
お
声
が

多
く
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
ま
ず
は
手
始
め
に
下

記
の
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
参
考
に
、
で
き
る

と
こ
ろ
か
ら
始
め
ら
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
。
災
害
発
生
時
、
従
業
員
の
方
の
安
否
確

認
をSN

S

の
掲
示
板
に
伝
え
る
等
、簡
単
な

ル
ー
ル
を
決
め
て
お
く
だ
け
で
も
大
き
な
効

果
が
期
待
で
き
ま
す
。

商
工
会
管
内
事
業
者
様
に
ご
推
薦
‼

中
小
企
業
施
策
活
用
の
ス
ス
メ

事
業
継
続
力
強
化
計
画 

第
２
弾

vol.

11

最
後
に
、
中
小
企
業
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
は
事
業
継
続
力
強
化
計
画
を
簡
単
に
作
成

す
る
ツ
ー
ル
が
用
意
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
補
助
金
を
活
用
し
て
何
か
を
始
め
よ

う
と
考
え
ら
れ
て
い
る
方
は
こ
の
計
画
を
立

て
る
こ
と
で
審
査
の
加
点
ポ
イ
ン
ト
に
な
る

な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
も
多
く
存
在
し
ま
す
。
ま

だ
計
画
を
策
定
さ
れ
て
い
な
い
企
業
様
は
こ

の
機
会
に
災
害
対
策
を
検
討
さ
れ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。
ご
不
明
な
点
等
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
経
営
指
導
員
が
計
画
策
定
の
お
手

伝
い
を
い
た
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

事業継続力強化計画の
５つのポイント

…………………………
１�、重要商品（事業）を特
定すること 
２�、復旧する目標時間を
考えること 
３�、取引先とあらかじめ
協議しておくこと  
４�、代替策を用意・検討
しておくこと 
５�、従業員と災害時の早
期復旧に関する方針や
内容について共通認識
を形成しておくこと

弊会のホームページでは補助金や助成
金、セミナーや商談会・展示会などの情
報を発信しております。

小規模事業者持続化補助金の公募のご
案内や起業セミナーなど申請期限がござ
いますので、是非ホームページを活用く
ださい！

岐阜県商工会連合会
ホームページ紹介について

岐阜県商工会連合会ホームページ　URL：https://www.gifushoko.or.jp/

叙
勲
・
褒
章
受
章
者

春
の令

和
三
年
春
の
叙
勲
・
褒
章

受
章
者
が
発
表
さ
れ
、
次
の
方

（
商
工
会
か
ら
報
告
の
あ
っ
た

方
）
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

中野憲太郎氏

旭
日
小
綬
章

　

萩
原
町
商
工
会
員

　
（
地
方
自
治
功
労
）

青木　勇氏

旭
日
単
光
章

　

元
高
山
南
商
工
会
長

　
（
中
小
企
業
振
興
功
労
）
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この商工ニュースは県の補助金を受けています。 岐阜市薮田南5丁目14の53 OKBふれあい会館9F

https://www.gifushoko.or.jp/

外国人（特別永住者等を除く。）の雇入れ及び離
職の際、その氏名、 在留資格等をハローワークへ届
け出てください。

外国人労働者の適正な雇用の推進及び不法就労
の防止を図ることについて、事業主をはじめ皆さん
のご理解とご協力をお願いします。

6月は「外国人労働者問題啓発月間」です
～外国人雇用はルールを守って適正に～

問い合わせ先：岐阜労働局職業対策課（電話 058-245-1314)　または最寄りのハローワーク

■ 三井精機㈲の概要
当社は岐阜県本巣市（旧真正

町）に本社・工場を構える製造
業者です。元は自動車部品の下
請け加工を行っていましたが、
代表者の息子であり後継者候補
の三井勝広専務が新たにぽん菓子の製造販売事業を
開始し、現在に至ります。また、専務の「障がい者
に働く場を与えたい。」という想いから、加工業務の
一部を障がい者が働く福祉作業所に委託しています。

■ 今回の支援のきっかけ
当社がぽん菓子の製造販売を始めたのは東日本大

震災がきっかけでした。当社の元請けの自動車工場
が被災したことで生産が停止し、当社の仕事も無く
なってしまいました。その際に専務は、「このままで
は障がい者の働き口が無くなってしまう。元請けに
依存せず障がい者へ委託できる仕事を作らなければ」
と考えました。ちょうどその頃に、過去にイベント
で使用したぽん菓子を製造する機械を見つけ、「これ
を使ってぽん菓子を自社で商品化すれば作業所で働
く障がい者達に安定した仕事を与えられる
のではないか！」と思い立ち、商工会に相
談され支援がスタートしました。

■ 支援内容
専務の要望である “今までにない” 新しいぽん菓子

を開発するにあたって「高校生の若い発想を取り入
れてはどうか」と考え、ぽん菓子の原料である “米”
を取り扱っている県立岐阜農林高等学校の流通科学
科と連携して商品開発することにしました。高校の
教育方針やカリキュラムにも合致するように授業内
容とスケジュールを設計して企画提案し、連携商品

開発事業がスタートしました。本
連携事業では「どんなぽん菓子を
開発するか」というアイデア発
想から始まり、アイデアの絞り込
み、ターゲット顧客の設定と商品
コンセプトの具体化を高校生と一緒に行いました。

■ 支援の成果
緊急事態宣言による高

校の休校などといった予
期せぬアクシデントを乗
り 越 え、 約10か 月 に も 及
ぶ連携の結果、具体的な新
商品のイメージが固まりました。「お子様の “自分で
出来る！” を支援する」というコンセプトで、小さな
お子様が手軽にかつ安全に調理できる物にしました。

その後も販売開始に向けて商品化や販路開拓支援を
行い、いくつかの小売店で取り扱われるまでになり
ました。また、「TRY IT “米” SELF！（トライイットマ
イセルフ）」というキャッチコピーや商品名、売場用
POP等も事業者と共に作り上げました。

■ 今後の展望
まだ商品が形になって販売を開始したばかりなの

で、さらに改良を重ねつつ取扱店を拡大し、ネットを
通じて全国に向けて販売したいとも考えております。

このような事業者に対して商工会では「ネット販売
の仕組み構築支援」、「小規模事業者持続化補助金を活
用したパッケージデザイン、販促ツールの作成支援」、
「各種メディアの取材獲得に向けたプレスリリース配
信支援」等を実施していきたいと考えております。

今後もさらなる事業拡大に向けて伴走型の支援を継
続していきます。� （本巣市商工会）

後継者候補 三井 勝広 専務

授業の様子

高校生の意見から
生まれた新商品(現状)

コンセプトと食べ方を紹介するラベル

従来から販売していた商品

未来を応援
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県立岐阜農林高等学校との連携
による新商品開発支援を実施


